
あきたツキノワだより Vol. 3

1

ツキノワグマ市街地出没対応訓練はじまる！

 近年、ツキノワグマが市街地に出没する事例が
発生するようになってきました。市街地では発砲
が禁止されているほか、家や植え込みなどクマが
隠れることのできる場所がたくさんあり、侵入し
たクマへの対応は非常に難しいのが現状です。令
和元年には対応にあたった関係者がクマの攻撃を
受け負傷するという事故も発生しました。県では
こうした状況を踏まえ、クマの市街地出没を想定
した対応訓練（机上訓練・実地訓練）を行ってい
ます。今年度は8警察署11市町村で実施しました。

 こうした取組は全国的にも珍しく、私たちも手
探りで進めていますが、市町村・警察・県の関係
者が一堂に会して対応方針や現場での連絡体制を
確認するなど、細かい部分まで流れを確認するこ
とで、かなり具体的に備えを進めることができて
きたと感じています。
 市街地へのクマ出没が無いのがなにより一番で
すが、備えあれば憂い無し！いざというときに混
乱無く動けるよう、人身事故を発生させないよう、
令和4年度も引き続き訓練を重ねていきます。
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話し合ったことを発表してもらい、ホワイトボードに書き出していきます。
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関係者一同、具体的に対応を話し合っていきます。議論白熱。
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学校敷地でクマを目撃後、見失った想定。
校舎の陰にクマ（役）が潜んでいないか、
地道に探していきます（捜索中、不用意
にクマに近付いて返り討ちに遭った人が
いたのはナイショです…）。

最終的に、警察の命令を受け校舎の上か
らクマに発砲（するフリ）、一件落着！
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クマ発見。
各所に連絡をと
りながら、対応
を相談します。 пὝἰ
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電気柵、
活躍中!

 出没現場確認・対策指導 22件
 麻酔対応               3件

市街地出没対応想定訓練    10件 
 出前講座              40件 3,347名 

■出前講座は小学生、高校生、教職員、一般市民、農
業関係者、消防署員、警察署員などなど、幅広い
方々を対象に実施しました。受講者に合わせて少し
ずつ内容を変えながら、クマの生態や事故防止、農
作物被害防止などについてお話ししています。

■このほか、人身事故の現場検証・聞き取り、電気柵
研修、メディア対応なども行っています。

センタ
ーから

の
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しらせ

！
■人身事故記録を公開しています
今年度発生した人身事故について、現地調査の
結果をまとめ、県ホームページで公開していま
す。事故発生地点の写真や、どのような対策が
必要だったのかなどを掲載していますので、事
故防止にお役立てください。
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ツキノワグマ
被害対策
支援センターの

主なうごき

■出前講座受付中！
クマの被害に遭わないために、生態や対策を学んでみ
ませんか？学校や町内会など、県内どこでも出張いた
します（無料です！）。お問い合わせは秋田県自然保
護課（018-860-1613）まで。

記事内容に関するお問い合わせ、ご要望などは以下まで！
Tel: 018-860-1613  Fax: 018-860-3835
Email: Shizenhogoka@pref.akita.lg.jp

秋田県 ツキノワグマ

2021年度

 秋田県では、令和4～6年度の3年間、クマ
をどのように管理していくのかを定めた「第
5次ツキノワグマ管理計画」を策定しました。
新しい計画ではクマの捕獲上限を大幅に引き
上げていますが、捕獲だけに頼っていても根

 畑や果樹園、畜舎などへのクマの侵入対策には電気柵が有効です。実際に
設置した畑や果樹園ではクマの被害を防ぐことができていますが、県内全体
として電気柵の普及はまだまだです。畑などがクマにとって「食べ放題でき
る場所」のままでは、いくらクマを捕獲しても次から次へと別のクマがやっ
てきて、被害は減りません。そこで当センターでは、電気柵の普及を目指し、
今年度も電気柵研修を実施しました。
 近年、畜舎へのクマの侵入や家畜被害、デントコーン畑の被害が発生して
いることを踏まえ、研修の対象は畜産関係の行政職員。特にデントコーン畑
は中に入ると外から人目につかないため、クマが安心して居座ったり通った
りすることで、被害が大規模になりがちです（写真②③）。そこで、畜産試
験場のデントコーン畑を会場に、みんなで電気柵の仕組みや張り方を学びま
した（写真④）。今回の研修で電気柵を張ったデントコーン畑は、昨年度ク
マによって壊滅的な被害を受けた畑（写真②）でしたが、今年度は一目瞭然、
電気柵のおかげでほぼ被害を防ぐことができました（写真①）。

電気柵設置（R3） 電気柵なし（R2）

① ②

③

④

令和4年度より

第5次ツキノワグマ管理
計画スタートします

本的な対策にはならないので、そ
もそも出没させない・被害を発生
させない対策にも力を入れること
としています。
＊計画は秋田県のウェブサイトから閲覧
できます。


